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北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
議
所
会
頭
会
議

白
山
市
に
て
開
催

　

平
成
二
十
九
年
度
の
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会
議
所
会
頭
会
議
が
、十
月
三
日

（
火
）に
白
山
市
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白
山

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
よ
り
久
貝
卓
常
務

理
事
を
お
迎
え
し
、北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

（
新
潟
県
、長
野
県
、富
山
県
、石
川
県
の

四
県
）四
十
九
の
商
工
会
議
所
よ
り
会
頭
、

専
務
理
事
が
一
堂
に
会
し
、百
十
四
名
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
の
久
貝
常
務
理
事
よ

り「
中
小
企
業
の
課
題
と
地
方
創
生
」と

題
し
て
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
済
情
勢

や
日
本
商
工
会
議
所
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
頂
い
た
後
、各
会
議
所
の
会
頭

よ
り
、地
域
の
課
題
や
日
商
へ
の
要
望
に

つ
い
て
発
言
が
あ
り
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、懇
親
会
ま
で
の
休
憩
時

間
を
利
用
し
、

松
任
博
物
館
、

千
代
女
の
里
俳

句
館
、
中
川
一

政
記
念
美
術
館

を
見
学
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
は
、

谷
本
正
憲
石
川

県
知
事
、
山
田

憲
昭
白
山
市
長
を
来
賓
に
迎
え
、焱
太
鼓

の
迫
力
あ
る
演
奏
に
よ
り
幕
開
け
し
、

白
山
の
地
酒
や
発
酵
食
品
、ジ
ビ
エ
料
理

の
ほ
か
、石
川
の
味
尽
く
し
の
料
理
で
お

も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。

　

翌
四
日（
水
）に
は
、
白
山
市
を
よ
り

一
層
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
捉
え
、当

会
議
所
主
催
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

Ａ
コ
ー
ス

の
白
山
開
山

一
三
〇
〇
年

で
賑
わ
う
白

山
比
咩
神
社

で
は
、表
参
道

よ
り
境
内
を

散
策
し
、昇
殿

参
拝
と
宝
物
館
の
見
学
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

Ｂ
コ
ー
ス

の
北
陸
新
幹

線
白
山
総
合

車
両
所
で
は
、

施
設
概
要
の

説
明
を
頂
い

た
後
、車
両
所

内
の
施
設
見

学
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、二
日
間
に
わ
た
り
、グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
白
山
一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、「
白
山

ま
る
ご
と
物
産
展
」を
開
催
し
、地
酒
や

地
元
の
銘
菓
な
ど
土
産
品
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

　
建
設・不
動
産
業
部
会
視
察
　

　

九
月
二
十
日（
水
）～
二
十
一
日（
木
）建

設
・
不
動
産
業
部
会（
﨑
田
一
成
部
会
長
）

は
京
都
方
面
へ
視
察
研
修
旅
行
を
開
催
し

部
会
員
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
福
井
県
南
条
郡
の
北
陸
新
幹

線
新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
の
清
水
Ｊ
Ｖ
を
訪
問

し
ま
し
た
。
ド
リ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
と
い
う
機

械
で
掘
削
す
る
作
業
か
ら
ト
ン
ネ
ル
完
成

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
北
陸
ト
ン
ネ

ル
は
６
工
区
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り

完
成
す
る
と
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長

さ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
掘
削
作
業
に
必
要

な
重
機
や
設
備
の
紹
介
や
入
口
付
近
の
作

業
風
景
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
伏
見
稲
荷
神
社
の
参
拝
、

京
都
鉄
道
博
物
館
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
年
部
だ
よ
り
　

次
年
度
会
長
予
定
者
に新本 

雄
一
氏
を
選
任

　

九
月
二
十
七
日（
水
）、
当
所
青
年
部

（
本
田
清
成
会
長
）は
当
所
三
階
研
修
室
に

て
平
成
二
十
九
年
度
臨
時
総
会
並
び
に

九
月
例
会
を
開
催
し
、メ
ン
バ
ー
四
十
三

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、上
程
さ
れ
た
平
成
三
十
年

度
会
長
予
定
者
の
選
任（
案
）に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、新
本
雄
一
氏（
ア
ラ
ビ

ア
ン
プ
ロ
セ
ス
㈱
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
九
月
例
会
で
は
、

松
任
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
、市
文
化
財
保
護
課
の
小
中
氏

を
お
招
き
し
、松
任
誕
生
の
歴
史
や
、こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
ご
講
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

平
成
三
十
年
度
会
長
予
定
者

　
女
性
会
だ
よ
り
　

石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

第
十
七
回
会
員
大
会・研
修
旅
行

　

九
月
二
十
九
日（
金
）第
十
七
回
石
川
県

商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
員
大
会

が
珠
洲
市「
ラ
ポ
ル
ト
す
ず
」に
て
開
催

さ
れ
、県
内
の
商
工
会
議
所
女
性
会
よ
り

百
三
十
六
名（
当
所
よ
り
二
十
名
）が
参
加

し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、堂
上
頼
子
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
会
長
よ
り「
今
年
の
会
員
大
会

は
、奥
能
登
芸
術
祭
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
珠
洲
の
魅
力
に
つ
い
て
再
発
見

し
て
い
た
だ
き
た
い
。」と
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
、石
川
県
知
事
谷
本
正
憲
様
代
理
、

普
赤
清
幸
石
川
県
商
工
労
働
部
長
、泉
谷

満
寿
裕
珠
洲
市
長
、刀
祢
秀
一
珠
洲
商
工

会
議
所
会
頭
か
ら
祝
辞
を
賜
り
、事
務
局

か
ら
の
報
告
に
移
り
ま
し
た
。
平
成

二
十
八
年
度
収
支
決
算
並
び
に
事
業
報
告
、

平
成
二
十
九
年
度
収
支
予
算
・
事
業
計
画

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、会
員
大
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

奥
能
登
芸
術
祭
と
美
食
を
楽
し
む

　

引
き
続
き
珠
洲
市
内
の
昼
食
会
場
へ
移

り
、単
会
ご
と
に
分
か
れ
て
、珠
洲
の
ま

つ
り
の
食
文
化「
ヨ
バ
レ
」を
再
現
し
た

「
珠
洲
ま
つ
り
御
膳
」を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、奥
能
登
芸
術
祭
の
作
品

鑑
賞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
珠
洲
市
内
に
点

在
す
る
三
十
九
作
品
の
内
、蛸
島
・
正
院
・

飯
田
の
三
地
区
に
あ
る
十
作
品
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　

廃
線
と
な
っ
た
線
路
上
に
鮮
や
か
な

虹
色
の
フ
レ
ー
ム
の
作
品
で
は
、フ
レ
ー

ム
に
切
り
取
ら
れ
た
風
景
に
過
去
と
未
来

を
感
じ
、
空
き
家
の
中
に
再
現
さ
れ
た

海
の
風
景
に
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
っ
た

り
と
芸
術
の
持
つ
力
に
触
れ
た
ひ
と
と
き

で
し
た
。

　

そ
の
後
、珠
洲
を
後
に
輪
島
へ
向
か
い
、

懇
親
を
兼
ね
フ
レ
ン
チ
で
能
登
の
幸
を
楽

し
み
充
実
し
た
秋
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
元
も
の
づ
く
り
企
業
を
表
彰
　

　

九
月
二
十
二
日（
金
）、
白
山
市
役
所

に
て
中
小
企
業
優
秀
製
品
開
発
者
表
彰
が

行
わ
れ
、当
所
会
員
企
業
か
ら
左
記
の
企

業
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

㈱
石
野
製
作
所

製
品
名

・
オ
ー
ト
ウ
ェ
イ
タ
ー
２
ウ
ェ
イ

特
　
長

　

二
本
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
並
列
に
配

置
し
た
の
で
、単
品
や
小
物
は
二
本
別
々

に
稼
働
さ
せ
て
搬
送
し
、お
盆
な
ど
大
き

い
品
や
重
い
物
は
二
本
を
同
期
稼
働
さ
せ

て
搬
送
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ま
た
セ
ン
サ
ー
取
り
付
け
に
特
殊
機
構

を
用
い
た
こ
と
に
よ
り
搬
送
物
の
大
き
さ

を
識
別
し
操
作
表
示
を
自
動
的
に
切
り
替

え
ま
す
。

㈱
池
元

製
品
名

・
現
場
共
有
シ
ス
テ
ム
　
ふ
ら
っ
と

特
　
長

　

工
事
現
場
で
撮
影
し
た
写
真
は
す
ぐ

に
自
動
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
る
の
で
、情

報
収
集
速
度
が
上
が
り
、
作
業
の
効
率

化
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、送
信
さ
れ
た

写
真
は
時
間
ご
と
、
現
場
ご
と
に
保
存

さ
れ
る
の
で
管
理
が
容
易
と
な
り
、
作

業
者
の
負
担
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
共
有
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、現
場
・
管
理
者
・
お
客
様

間
の
壁
を
無
く
す
と
い
う
意
味
を
込
め
て

「
ふ
ら
っ
と
」と
い
う
商
品
名
に
し
ま
し
た
。

　
議
員
の
変
更
　

　

異
動
に
よ
り
、
左
記
の
方
が
議
員
に

就
任
し
ま
し
た
。

鶴見　栄二　氏
EIZO（株）　総務部長

新本　雄一　氏
アラビアンプロセス㈱　代表取締役

会員大会の様子
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白
山
市
の
も
の
づ
く
り
企
業
紹
介

　

　

九
月
十
六
日（
土
）、金
城
大
学
短
期
大

学
部
に
お
い
て
、公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
、

当
所
の
加
藤
専
務
理
事
が「
白
山
市
の 

も
の
づ
く
り
企
業
紹
介
」を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
し
た
。

　

約
三
十
名
の
受
講
者
を
前
に
、加
藤
専

務
理
事
は
市
内
の
十
七
団
地
に
は

三
百
五
十
一
社
が
進
出
し
、製
造
業
が
約

七
割
を
占
め
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
高
松

機
械
工
業
や
石
野
製
作
所
な
ど
五
社
を
紹

介
し
、「
各
社
は
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
研
究

し
な
が
ら
様
々
な
商
品
を
開
発
し
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

就
業
継
続
力
養
成
研
修

　

九
月
二
十
一
日（
木
）、金
城
大
学
短
期

大
学
部
に
お
い
て
、就
業
継
続
力
養
成
研

修
が
開
催
さ
れ
、同
大
学
の
卒
業
生
が
就

業
し
て
い
る
企
業
や
当
所
会
員
企
業
か
ら

二
十
名
の
入
社
一
～
二
年
目
の
新
入
社
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、新
入
社
員
が
こ
れ
か
ら

各
職
場
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね
て
い
く

た
め
に
必
要
な「
就
業
継
続
力
」を
理
解
し
、

身
に
付
け
て
い
く
こ
と
や
、職
場
で
の
悩

み
や
不
安
を
減
ら
し
て
仕
事
に
対
す
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
目
的
と
し
て
、全

国
初
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ザ
イ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ス
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
代
表

理
事
の
沼
田 

翔
二
朗
氏
が
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
を
務
め
、先
輩
社
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
、現
状
の
悩
み
や
課
題
な
ど
を

話
し
合
う
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
抱
い
て
い
る
想
い

を
共
有
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、講
師
の
沼
田
氏
か
ら
、社
会

人
基
礎
力
で
あ
る「
報
連
相
」の
実
践
方

法
に
つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
実
践
し
、来

年
三
月
一
日

に
開
催
さ
れ

る
第
二
回
の

研
修
会
で
成

果
を
報
告
し

ま
す
。

以
上
の
企
業
が
設
備
投
資
を
行
っ
た
、あ
る

い
は
行
な
う
予
定
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　

投
資
内
容
別
に
み
る
と「
付
帯
設
備
」

「
車
両
運
搬
具
」が
と
も
に
二
三・
一
％
と

最
も
多
く
、次
い
で「
倉
庫
」一
〇・一
％
、

「
Ｏ
Ａ
機
器
」八・六
％
が
続
く
。競
争
力
強

化
に
向
け
て
生
産
性
を
高
め
る
よ
う
な
設

備
投
資
が
あ
る
一
方
、設
備
不
足
に
対
す

る
資
金
面
の
不
安
や
具
体
的
な
効
果
が
分

か
ら
な
い
等
の
理
由
か
ら
、設
備
投
資
に

踏
み
切
ら
な
い
企
業
も
多
く
見
ら
れ
る
。

【
今
期
直
面
し
て
い
る
経
営
上
の
問
題
点
】

※
複
数
回
答

　

今
期
直
面
し
て
い
る
経
営
上
の
問
題
点

に
つ
い
て
は
、「
従
業
員
の
確
保
難
」二
五
％
、

「
仕
入
単
価
の
上
昇
」一
五・
五
％
、「
後
継

者
の
育
成・
確
保
」十
三・
五
％
、「
需
要
の

停
滞
、売
上
の
減
少
」十
一・
四
％
の
順
に

高
い
割
合
と
な
っ
た
。「
従
業
員
の
確
保
難
」

に
つ
い
て
は
一
年
前
の
平
成
二
八
年
九
月

期
の
調
査
よ
り
四
期
連
続
で
も
っ
と
も
高

い
割
合
を
占
め
て
お
り
、慢
性
的
な
人
材

不
足
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
他
、左
記
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

・ 

軽
油
価
格
の
上
昇

・ 

営
業
力
強
化

・ 

受
注
単
価
減
少
に
よ
る
利
益
確
保
難

・ 

異
業
種
へ
の
参
入
検
討

・ 

運
送
費
の
上
昇

・ 

付
加
価
値
の
高
い
商
品
と
提
案
力
の
確
保

【
雇
用
情
勢
】�

※
複
数
回
答

　

現
在
の
雇
用
状
態
に
つ
い
て
は
、「
過
剰

状
態
」三・七
％
、「
適
正
水
準
」四
九・三
％
、

「
不
足
状
態
」四
六・
八
％
で
あ
っ
た
。「
適

正
水
準
」が
半
数
を
占
め
た
も
の
の
、繁
忙

期
は
人
手
不
足
で
あ
る
が
閑
散
期
は
雇
用

過
剰
と
い
っ
た
意
見
が
多
数
あ
り
、通
算

し
て「
適
正
水
準
」と
判
断
し
た
企
業
が
多

く
見
ら
れ
た
。

【
事
業
承
継
に
つ
い
て
】

　

事
業
承
継
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

「
取
り
組
ん
で
い
る
」三
九・
七
％
、「
取
り

組
む
予
定
で
あ
る
」一
九・二
％
、「
取
り
組

ん
で
い
な
い
」四
一・〇
％
で
あ
っ
た
。ま
た
、

「
取
り
組
ん
で
い
る
」「
取
り
組
む
予
定
で

あ
る
」と
回
答
し
た
企
業
に
、後
継
者
は
ど

の
よ
う
な
方
か
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
親
族
で

あ
る
役
員・
従
業
員
」八
一・
五
％
、「
親
族

以
外
の
役
員・
従
業
員
」一
〇・
五
％
、「
親

族
以
外
の
第
三
者
」七・
八
％
で
、ス
ム
ー

ズ
に
移
行
が
行
え
る
親
族
内
承
継
が
大
半

を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

【
景
気
全
般
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。】

　

そ
の
他
、景
気
全
般
に
つ
い
て
左
記
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

・平
成
三
十
一
年
消
費
税
増
税
の
実
施
ま
た

は
中
止
に
伴
う
市
況
変
動
が
読
め
な
い

・デ
フ
レ
消
費
を
助
長
す
る
企
業
の
存
在

・
新
幹
線
延
伸
に
よ
る
工
事
の
受
注
に 

期
待

・
来
年
上
半
期
ま
で
は
現
状
の
ま
ま
推
移

予
測

・
い
わ
ゆ
る
各
種
経
済
指
標
と
は
あ
ま
り

連
動
せ
ず
、先
が
読
み
づ
ら
い

向
は
、「
実
施
し
た
」五
三・
八
％
、「
実
施
し

て
い
な
い
」が
四
六・
一
％
。
今
期
下
半
期

で
見
る
と「
実
施
し
た
」五
四・
〇
％
、「
実

施
し
て
い
な
い
」四
五・九
％
で
あ
り
、半
数

　

白
山
商
工
会
議
所
で
は
、最
近
の
景
気

動
向
を
把
握
す
る
た
め
、役
員･

議
員･

評

議
員
の
企
業
を
対
象
に
四
半
期
ご
と
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
調
査
回
答
企
業
の
業
種
】　

景
況･

業
況
の
動
向

【
景
況
感
】

　

景
況
感
Ｄ
Ｉ（「
良
い
」か
ら「
悪
い
」を

引
い
た
指
数
）は
、今
期
▲
五・一
ポ
イ
ン
ト

で
前
回
調
査（
六
月
調
査
▲
四・
六
ポ
イ
ン

ト
）と
比
較
し
悪
化
し
て
い
る
。
来
期
に
つ

い
て
は
、売
上
高
、売
上
単
価
、資
金
繰
り
、

採
算
性
と
も
に「
不
変
」と
回
答
し
た
企
業

が
最
も
多
か
っ
た
が
、「
増
加
」「
好
転
」の

回
答
が
そ
の
後
に
続
い
て
お
り
、全
国
的
な

好
景
気
を
背
景
に
、来
期
へ
期
待
を
寄
せ
る

企
業
が
多
数
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

【
設
備
投
資
の
動
向
】

　

今
期
上
半
期
に
お
け
る
設
備
投
資
の
動

製造業
47.2％

建設業
20.2％小売業

7.9％

卸売業
4.5％

サービス業
20.2％

「はくさんタニタ健康倶楽部」 体組成計 が設置されました

白山商工会議所内に「はくさんタニタ健康倶楽部」の

体組成計が設置されました。

体組成計では、体重、体脂肪率、筋肉量といった

全身チェック項目の他、

基礎代謝量や内臓脂肪レベルを計測することが出来ます。

会員以外の方は体験利用が出来ます。

「はかる」から健康づくりを始めてみませんか？

はくさんタニタ健康倶楽部とは、会員証である活動量計を身に付けて生活し、総消費カロリーや歩数を知り、
拠点にある体組成計で身体の変化を測定。パソコンやスマートフォンでデータを基に体の変化をチェック
し、健康づくりを進めるプログラムです。また、会員限定のセミナーや講座なども開催されます。
年会費：3,500円（税込）　※2年目以降は2,000円（税込）
問合せ先： 白山市健康福祉部いきいき健康課（健康センター松任内） TEL274−2155
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景況感 売上高 売上単価 資金繰り 採算性DIの推移 
（H29.12 は見通し）

 H26.12 H27.3 H27.6 H27.9 H27.12 H28.3 H28.6 H28.9 H28.12 H29.3 H29.6 H29.9 H29.12

最
近
の
景
況・業
況
に
つ
い
て
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

い
ざ
な
ぎ
景
気
越
え
も
実
感
乏
し
く

来
期
に
期
待
を
寄
せ
る
調査概要

・調査期間
　　　9/4～9/12
・調査企業　	220社
・回答数　	 80社
・回収率　	 36.3％

産
学
連
携
の
動
き
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会報  白山商工会議所

　

友
好
商
工
会
議
所
提
携
を
結
ん
だ

静
岡
県
藤
枝
商
工
会
議
所
の
事
業
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た
交
流
人
口
の

拡
大
・
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

藤
枝
市
内
の
4
会
場
を
舞
台
に
、「
第

5
回
藤
枝
シ
ニ
ア
草
サ
ッ
カ
ー
大
会

藤
枝
商
工
会
議
所
会
頭
杯
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

9
月
14
日（
木
）、
15
日（
金
）の 

平
日
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、宮
城

県
か
ら
大
阪
府
ま
で
全
国
か
ら
60
歳

以
上
、70
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
、

今
回
か
ら
75
歳
以
上
の
チ
ー
ム
も
加

わ
り
、合
わ
せ
て
20
チ
ー
ム
、さ
ら
に
、

京
都
か
ら
個
人
参
加
を
さ
れ
た
方
も

お
り
300
人
を
超
え
る
人
が「
サ
ッ
カ

ー
の
ま
ち
藤
枝
」に
集
結
し
、熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
登
録
選
手
の
う
ち
80
代
の
選

手
が
13
人
、最
高
齢
は
87
歳
、ま
た
、

昨
年
に
引
き
続
き
女
性
選
手
も
参
加

し
ま
し
た
。
オ
ー
バ
ー
60
の
部
で
は

地
元
藤
枝
F
C
が
4
連
覇
、オ
ー
バ

ー
70
の
部
は
静
岡
中
西
部
70
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
企
画
運
営
を
円
滑
に
推

進
す
る
た
め
、大
会
実
行
委
員
会（
委

員
長
：
松
浦
副
会
頭
）を
組
織
し
、藤

枝
ら
し
さ
を
強
調
し
た
大
会
に
す
る

た
め
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
運
営

に
は
、
地
元「
藤
枝
F
C
・
藤
枝
東

F
C
・
焼
津
飛
魚
S
C
・
静
岡
中
西
部

70
」の
4
チ
ー
ム
の
ほ
か
、当
所
青
年

部
・
女
性
会
の
協
力
を
得
ま
し
た
。

　

J
R
藤
枝
駅
・
大
会
会
場
で
は
、 

当
所
女
性
会
が
お
出
迎
え
、
ま
た
、

宿
泊
施
設
や
大
会
会
場
等
に
は
の

ぼ
り
旗
、ポ
ス
タ
ー
、横
断
幕
等
を

設
置
し
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、今
年
も
宿
泊
す
る
選
手
に

は
推
奨
品「
藤
枝
お
み
や
」の
ウ
エ

ル
カ
ム
プ
レ
ゼ
ン
ト
、夜
の
藤
枝
を

満
喫
し
て
も
ら
う
た
め
の「
二
次
会

マ
ッ
プ
」を
配
布
す
る
な
ど
お
も
て

な
し
に
努
め
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、

恒
例
の
、地
元
に
ち
な
ん
だ
食
材
を

使
っ
た
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
シ
ニ

ア
に
や
さ
し
い「
元
気
ふ
じ
え
だ
弁

当
」
を
配
付
し

ま
し
た
。

　

14
日（
木
）に

行
わ
れ
た
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
は
、
関
係
者

を
含
め
248
名
が

参
加
し
、
藤
枝

の
地
酒
で
乾
杯

し
ま
し
た
。

  北陸税理士会からのお知らせ

税を考える週間  無料税務相談
　日時:平成29年11月11日（土）10：00～15：00
　場所:イオン御経塚ショッピングセンター（野々市市御経塚2-91）

上記に関するお問合せ先：北陸税理士会　松任支部　広報担当　木村紀代　℡ 076-274-2129

事業者を対象とした 消費税の軽減税率制度説明会 を開催します。
　内容：	軽減税率制度の概要や制度対応に係る支援制度など
　日時：	平成29年10月24日（火）
	 1回目10：00～11：00　・　2回目14：00～15：00
　場所：	白山市鶴来総合文化会館　クレイン　2階研修室
 ※1回目、2回目とも同様の説明内容です。
 ※事前申込みは不要ですが、会場の収容人員の都合により、御参加いただけない場合もございます。

お問合せ先：松任税務署　法人課税第一部門　℡ 076-276-2961（ダイヤルイン）

友
好
コ
ー
ナ
ー

藤
枝
商
工
会
議
所
を
知
ろ
う
‼ （
第
十
二
回
）

今回の調査結果のポイント
「業況DIは、3ヵ月ぶりに改善。先行き
は慎重な見方残り、ほぼ横ばいの動き」

商工会議所早期景気観測

LOBO調査
調査期間:
2017年9月13日〜20日
調査対象:全国の422商工会議所が
3,875企業にヒアリング

◆全国の業況
　9月の全産業合計の業況DIは、▲15.3と、前月から＋2.9ポ
イントの改善。ただし、「悪化」から「不変」への変化が押し上げ
要因となったことに留意が必要。堅調な建設・設備投資に加え、
インバウンドを含む好調な観光需要が全体を牽引した。また、
電子部品、自動車関連の生産が引き続き底堅く推移した。他方、
人手不足の拡大や、天候不順等による農水産物の出荷減・価
格上昇、消費者の低価格志向を指摘する声は依然として多い。
中小企業の景況感は総じて緩やかな回復が続くものの、その
マインドには依然として鈍さが見られる。
　先行きについては、先行き見通しDIが▲15.0（今月比＋0.3
ポイント）とほぼ横ばいを見込む。輸出や設備投資の堅調な推移、
秋の行楽シーズンに伴う観光需要の拡大、消費持ち直しなど
への期待感がうかがえる。他方、最低賃金を含め人件費の上
昇や受注機会の損失など人手不足の影響拡大、地政学的リスク、
運送費・原材料費の上昇などを懸念する声は多く、中小企業に
おいては先行きへの慎重な見方が続いている。
◆北陸信越の概況
○「公共工事の発注量が増加しているほか、民間工事も堅調。
ただし、技術者・資機材の不足が深刻化しており、今以上の受
注増は難しい」（建築工事業）、「鮭の水揚げが前年の半分にも
満たず、売上が伸ばせない。供給不足により仕入価格は5割程
上昇しており、採算も圧迫されている」（水産物卸売業）、「新型
スマートフォン発売の影響で、有機ELパネルや半導体関連か
らの引き合いが強く、売上は改善した」（金属部品等製造業）
○業況の先行き見通しDIは、全産業では今月と比べ改善の見
込み。産業別にみると、建設業、製造業、卸売業で改善、その
他の2業種で横ばいの見込み。
◆産業概況
　産業別にみると、今月の業況DIは前月に比べ、建設業、小
売業、サービス業で改善、その他の2業種で悪化した。各業種
から寄せられた特徴的なコメントは以下のとおり。

【建設業】「民間工事、公共工事ともに堅調で売上は改善
傾向にある。特に、人手不足に対応するためのICT関連
工事が増加している」（建築工事業）、「鉄鋼を始めとする
建設資材価格の高止まりに加え、人手不足に伴う人件費・
外注費の増加により、採算が圧迫されている。元請会社
に対する価格転嫁交渉を検討せざるを得ない」（職別工
事業）

【製造業】「秋の行楽シーズンを控え、今後売上の改善が
見込めるが、台風や長雨などの天候不順に伴う原材料
の価格上昇により、採算の確保が難しい。諸経費を削減
して、対応するほかない」（食料品製造業）、「軽自動車な
どの新車販売が好調なことに加え、欧州、アジアなどへ
の輸出も増加しているため、取引先からの引き合いが多
く、売上は改善傾向が続いている」（自動車部品等製造業）

特に好調
(50≦DI)

好調
(25≦ＤＩ＜50)

まあまあ
(0≦ＤＩ＜25)

不振
(▲25≦ＤＩ＜0)

きわめて不振
(ＤＩ≦▲25)

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

景気天気図

全業種

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

前年同月比 先行見通し

全国 全国北陸信越 北陸信越

▲15.3 ▲18.1 ▲15.0 ▲15.0

▲7.4 ▲18.2 ▲8.7 ▲15.2

▲10.1 ▲8.1 ▲9.0 ▲2.7

▲19.2 ▲30.4 ▲17.9 ▲21.7

▲31.4 ▲22.6 ▲28.0 ▲22.6

▲10.8 ▲16.7 ▲13.2 ▲16.7

【サービス業】「海外のウェブサイトへの広告掲載などに
より、インバウンド需要が増加し、売上は改善した。他方、
生鮮食品価格や運送費の上昇で収益は圧迫されている」
（飲食業）、「北朝鮮のミサイル発射計画の影響で、グアム
や韓国への団体旅行のキャンセル・延期などが相次ぎ、
売上が落ち込んだ」（旅行業）

【小売業】「気温の低い日が続き、夏物衣料が低調だった
ため、早めに商品を秋物に切り替えたところ、9月に入り、
例年以上の売上となっている」（衣料品小売業）、「パート・
アルバイトの採用・定着に難航しており、人材確保が喫緊
の経営課題。さらに10月からの最低賃金の上昇で、採
算悪化は避けられず、先行き不安が高まっている」（雑貨
等小売業）

【卸売業】「鮭の水揚げが前年の半分にも満たず、売上が
伸ばせない。供給不足により仕入価格は5割程上昇して
おり、採算も圧迫されている」（水産物卸売業）、「人手不
足が深刻な建設業を中心に、省力化を目的とした設備投
資が増加し、売上は改善した」（産業用機械卸売業）

優勝チーム

地元チームがホスト役 オール藤枝でおもてなし
O‒60 藤枝FC4連覇、O‒70 は静岡中西部が優勝
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そ
の
後
の
白
華

　

失
職
し
た
白
華
は
僧
籍
に
復
帰
し
、
そ

の
年
の
九
月
に
は
、
現
地
の
中
国
人
に
対

す
る
布
教
の
た
め
、
前
年
創
立
さ
れ
た
東

本
願
寺
上
海
別
院
の
輪
番
に
赴
任
し
ま
す
。

　

二
年
間
に
わ
た
る
布
教
と
、
中
国
文
人

た
ち
と
の
文
化
交
流
の
の
ち
、
明
治
十
二

年（
一
八
七
九
）に
輪
番
職
を
辞
し
て
松
任

へ
帰
り
ま
す
。

　

そ
の
後
白
華
は
、
私
設
塾
「 

遙よ
う

及き
ゅ
う

社し
ゃ 

」

を
起
こ
し
て
子
弟
の
教
育
に
あ
た
る
一
方
、

仏
典
の
書
写
、
作
詩
、
作
歌
や
多
く
の
書

を
残
し
ま
す
。
博
学
高
識
、
能
書
家
で
あ

り
な
が
ら
、彼
の
後
半
生
は
、「
白
華
さ
ん
」

の
呼
称
で
記
憶
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
誰

に
で
も
分
け
隔
て
な
く
接
し
て
く
れ
る
親

し
み
や
す
い
老
僧
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）に
は
本
山

議
制
局
議
長
に
就
任
。
翌
四
十
四
年
に
は

権
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
、
異
安
心
問
題
の
と

き
に
は
、
金
沢
護
法
会
会
長
に
推
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
詩
文
集
﹃
白
華

餘
事
﹄が
出
版
さ
れ
ま
す
。

　

米
寿
を
祝
し
本
山
か
ら
僧
正
に
任
ぜ
ら

れ
た
翌
大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）二
月
五

日
に
八
十
九
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。

新
政
府
の
方
針
転
換

　

一
方
新
政
府
は
、
諸
外
国
か
ら
の
反
発

も
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
解
禁
に
踏
み
出

し
ま
す
。
白
華
ら
の
視
察
中
の
こ
と
で
し

た
。
キ
リ
ス
ト
教
阻
止
を
目
指
し
て
い
た

方
針
か
ら
の
大
き
な
転
換
で
す
。

　

帰
国
し
た
白
華
は
、
一
旦
東
本
願
寺
の

本
山
執
事
補
を
拝
命
し
ま
す
が
、
間
も
な

く
こ
れ
を
辞
職
。
十
一
月
に
は
再
度
教
部

省
に
出
仕
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
征
韓
論
に
敗
れ
て
失
脚
し

た
江
藤
新
平
に
代
わ
り
、
政
府
の
重
鎮
・

大
久
保
利
通
か
ら
の
抜
擢
が
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
欧
州
近
代
国
家
で
は
、
政
教

分
離
と
信
教
の
自
由
の
保
障
が
一
般
的
で

あ
り
、
教
部
省
の
行
う
祭
政
一
致
の
政
策

が
現
実
的
で
は
な
い
こ
と
が
、
政
府
関
係

者
の
中
で
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
神
道
の
国
教
化
の
た
め
に
儒
教
、

仏
教
を
加
え
た
大
教
院
で
の
布
教
の
あ
り

か
た
は
、
教
義
を
め
ぐ
っ
て
神
道
側
と
仏

教
側
の
深
刻
な
対
立
を
生
み
出
し
、
明
治

八
年（
一
八
七
五
）に
、
真
宗
四
派
が
大
教

院
か
ら
離
脱
す
る
と
、
空
中
分
解
状
態
と

な
り
、
や
が
て
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）

一
月
に
教
部
省
自
体
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

白
華
も
失
職
す
る
こ
と
と
な
り
、
官
僚
へ

の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
時
四
十
歳
で
し
た
。

（
一
八
七
二
）
九
月
十
三
日
、
光
瑩
ら
一
行

は
、
フ
ラ
ン
ス
郵
船
ゴ
ー
ダ
ベ
リ
号
に
乗

船
し
、
横
浜
港
か
ら
出
航
し
た
の
で
し
た
。

　

香
港
、
サ
イ
ゴ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
ア
デ
ン
（
現
イ
エ
メ
ン
）、

ス
エ
ズ
運
河
を
経
由
し
、
十
月
二
十
八
日

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
に
入
港
し
ま
す
。

そ
の
後
パ
リ
を
拠
点
に
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ

ル
ギ
ー
、
ベ
ル
リ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
、
イ
タ

リ
ア
を
視
察
し
て
い
ま
す
。

　
一
行
は
、
翌
明
治
六
年（
一
八
七
三
）六

月
八
日
に
帰
国
の
途
に
つ
き
、
七
月

二
十
三
日
に
横
浜
港
に
帰
港
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
お
よ
そ
一
年
の
様
子
を
、
白
華

は﹃
松
本
白
華
航
海
録
﹄と
題
し
て
記
録
し

て
い
ま
す
。

松
任
の
歴
史
と
文
化

 
第
二
十
六
回「
松
任
の
文
化
人
」そ
の
④ 

松
本
白
華（
ま
つ
も
と
は
っ
か
）

第
２
回

欧
州
視
察

　

前
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
明
治
政

府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
手
本
と
し
た
近
代
国

家
を
目
指
す
反
面
、
江
戸
幕
府
と
同
様
に
、

キ
リ
ス
ト
教
禁
止
の
姿
勢
を
取
っ
て
い
ま

し
た
。

　

教
部
省
の
開
設
も
そ
の
一
環
で
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
の
流
布
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

神
道
を
中
心
と
し
た
国
内
の
宗
教
一
本
化

を
急
い
で
い
た
の
で
す
が
、
同
時
に
キ
リ

ス
ト
教
自
体
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
も

重
要
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
宗
教
政
策
の
中
心
人
物
は
、
政
府

の
要
職
に
あ
り
な
が
ら
、
教
部
省
御
用
係

も
兼
務
し
て
い
た
江
藤
新
平
で
し
た
。
彼

の
強
い
働
き
か
け
に
よ
り
、
東
本
願
寺
の

新
門
・
大
谷
光
瑩（
後
の
現
如
）が
欧
州
視

察
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
、
両
者
の
仲
介
を
し
た
の
が
、
白
華
で

し
た
。

　

東
本
願
寺
に
と
っ
て
は
、
財
政
的
に
大

き
な
負
担
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

政
府
の
命
に
従
わ
ざ
る
を
得
ず
、
白
華
も

教
部
省
の
吏
員
を
依
願
辞
職
し
て
随
行
す

る
こ
と
と
な
り
、
つ
い
に
、
明
治
五
年

　

白
華
は
、
生
涯
を
通
し
て
膨
大
な
文
献

を
収
集
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
階
建
て
の﹃
白
華
文
庫
﹄が
本
誓
寺
本
堂

裏
に
建
設
さ
れ
、
一
万
冊
以
上
の
蔵
書
が

収
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
建
物
は
取
り
壊

さ
れ
ま
し
た
が
、
蔵
書
の
大
部
分
は
松
任

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
指
定
重
要
有
形
文
化
財
「
大

般
若
経
」
な
ど
、
彼
が
集
め
た
仏
典
や

美
術
品
は
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

貴
重
な
も
の
が
多
く
、
毎
年
本
誓
寺
の

虫
干
し
の
機
会
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

﹇
白
山
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財

保
護
課
﹈

白華がスリランカで入手した貝葉（ばいよう）の経典：本誓寺所蔵

ありし日の「白華文庫」

新しい石川県融資制度のご案内です。
平成29年10月創設

地域商工業活性化融資（女性就業促進支援分）
女性が働きやすい職場環境への改善を行う中小企業の皆様を支援するため、県制度融資に
「地域商工業活性化融資（女性就業促進支援分）」が創設されました。

融 資 制 度 の 概 要

融 資 対 象
原則として1年以上（事業を営んでいない個人が新たに開業した者については
6カ月以上）県内に事業所を有し、引き続き同一の事業を営んでいる中小企業者
または中小企業者を構成員とする組合

資 金 使 途 女性の就業促進に向けた、更衣室・シャワー室・食堂・トイレ・休憩室などの施設や、
女性従業員の快適性向上を図る職場環境改善投資資金

融資限度額 5千万円（知事が特に認めた場合2億円）

利 率 10年以内：固定1.60％（付保1.20％）
10年超　：変動1.75％（付保1.35％）

期 間 15年以内（うち据置期間2年以内）

担 保 金融機関所定の扱い

信 用 保 証 任意（保証料率：保証協会の定める率（0.41％〜1.43％））

お申し込み 融資については、県制度融資の取扱金融機関へお申込みください。
また、制度の認定については、当所の経営支援課で行います。

　　　

事業承継クリニック（アンケート）を、ぜひこの機会にお試しください！
事業承継に関する現状の課題やお悩みのヒントがきっと解消されるはずです。
下記のお悩みがある方はご相談ください。
• 後継者をどうしよう
• 廃業するしかないのか？
• 誰か相談に乗って欲しい
• 会社の今後が心配
• 従業員に迷惑かけたくない　等

【お申込み・お問合せ先】
　白山商工会議所　経営支援課　２７６−３８１１
　公益財団法人石川県産業創出支援機構　経営支援部経営支援課　２６７−１２４４

下記のお悩みがある方はご相談ください。

　白山商工会議所　経営支援課　２７６−３８１１

事業承継クリニックとは…
当所経営指導員と一緒に事業承継に関する
13問程の問いにご回答頂きながら、事業承
継の課題を解消致します。相談は無料で、
秘密厳守ですので、ご安心ください。
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無料個別相談 日時 会場 相談員 備考

労務なんでも相談 11月6日（月）
13:30〜15:30

白山商工会議所
３階研修室

特定社会保険労務士
矢来正和氏

11月2日（木）までに
要予約。

記帳継続指導 11月10日（金）
13:30〜16:30

白山商工会議所
１階相談室

北陸税理士会　税理士
髙井和男氏

11月9日（木）までに
要予約。

金融なんでも相談 11月21日（火）
10: 00〜12:00 白山商工会議所

３階研修室

日本政策金融公庫
担当者 11月20日（月）

16時までに
要予約。無料法律相談 11月21日（火）

13:00〜15:00
弁護士法人金沢税務法律事務所
担当者

個別相談会とセミナー開催のご案内

セミナー・無料個別相談ともにお申込み、問合せは、当所経営支援課まで、電話２７６－３８１１

●日　時 11月9日（木）午後2時～4時
●場　所 白山商工会議所　３階研修室
●講　師 成田　由里　氏　（㈱ウーマンスタイル　代表取締役）
●受講料 無料
●定　員 20名
●内　容 マーケットイン発想による商品開発及び販売プロモーションにつ

いて女性視点での売上、向上策を解説いたします。女心を知って
ファンにすることが商売繁盛の大事なカギとも言えます。今回の
セミナーは、女性視点での売上・サービス向上策をわかりやすく講
義いたします。

販促セミナー「マーケットイン発想による商品開発及び販売プロモーションについて」

＊あんしん共済配当金のご案内＊
　商工会議所の共済制度として、多数の会員の皆様にご利用いただいております『あんしん共済』が
決算を終え配当金が算出されました。この一年の支払状況と合わせてお知らせします。
（平成28年9月1日～平成29年8月31日分）

○本年度配当金　還付率　10.07％
　　　※掛金900円/月の場合　年配当金額1,088円
○お支払日　平成27年11月17日（金）
　　　※掛金振替口座にお振込みさせていただきます。
　　　※配当金の詳細につきましては、個別に送付致します。
○保険金・給付金支払状況
　　　病気死亡保険金 2件 2,000,000円
　　　事故死亡保険金 1件 5,000,000円
　　　入院給付金 5件 352,000円
〇お見舞金支払い状況
　　　災害通院見舞金 13件 250,000円
　　　病気入院見舞金 29件 540,000円

あんしん共済とは・・・白山商工会議所会員事業所の事業主や従業員が被保険者として加入する「福祉
団体定期保険」です。割安な掛金で業務内・業務外を問わず24時間保障します。

＊加入事業所随時募集中です。ご加入のご検討よろしくお願いします＊

募者の適性で以て選考していただく必要があります。

　条件次第で職種変更の方も多い
　それでは、求職者はどんな職業を希望しているのでしょ
うか。
　有効求職者を希望する職業別に表したのが【グラフ
２】です。

　多い順に、①事務的職業（30.6％）、②運搬・清掃等
の職業（23.5％）、③専門的・技術的職業（11.6％）、④生
産工程の職業（10.8％）、⑤サービスの職業（10.1％）と
なっています。
　※運搬・清掃等の職業には軽作業を含み、専門的・技
術的職業とは情報処理技術者や看護師等、サービスの
職業とは調理や接客、介護サービス等の職業をいいます。

　②の運搬・清掃等の職業を希望する方の中には、希
望する職業が定まっていない方も含まれていますので、労
働条件次第では他の職業に応募する可能性があります。

　ハローワーク白山で取り扱う求人や求職など雇用の動
きについてご案内いたします。
　２回目は求職についてです。

　求職者の約4割がパート希望
　ハローワークに来所され、自分に合う仕事をお探しの
方を求職者とお呼びしています。
　平成29年7月末現在で、ハローワーク白山に登録して
いる（白山市以外にお住まいの方を含む）有効求職者は
2,327人いらっしゃいます。その有効求職者を年齢別に表
したのが【グラフ１】です。

　全体の約6割の方がフルタイムを希望し、約4割の方
がパートタイムを希望しています。
　若い方はフルタイムを希望する方が多く、60歳以上の
方はパートタイムを希望される方が多くなっています。
　最近は人手不足を解消するために、60歳以上の方の
労働条件を工夫し、貴重な戦力として活用している企業
も見られます。
　なお、求人募集に当たっては、年齢制限を設けること
は原則できませんので、ご注意ください。仕事に対する応

ハローワーク白山　所長がお話しします！
白山地域の雇用情勢　№2　求職の状況 寄稿　ハローワーク白山

　　　宮崎　栄一郎　所長

あなたの会社、労働保険に入っていますか？
11月は「労働保険適用促進強化期間」です。

　労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称したものです。
　労働者が業務上災害及び通勤災害や失業等の場合に保険給付を行い労働者の生活の安定、社会復帰の促進、再就
職の促進等を図ることが目的です。
　労働保険は農林水産の事業の一部を除き、労働者を一人でも雇っていれば、必ず加入手続きをしなければなりません。

ご相談・お問合せは、白山公共職業安定所（適用係）℡076-290-2282まで

　雇用保険の届出にはマイナンバーの記載が必要です。ご協力お願いします。　
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（単位:千円）白山商工会議所の取扱い融資状況 業種欄:上段:当月分、下段:今年度累計
制　度　名 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合 計

日本政策金融公庫
経営改善貸付

0 0 1 800 0 0 0 0 1 800
0 0 6 31,000 2 6,800 2 7,500 10 45,300

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営安定支援融資 0 0 0 0 2 40,000 0 0 2 40,000
0 0 1 32,000 3 50,000 0 0 4 82,000

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県地域商工業
活性化融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 12,000 1 7,500 0 0 2 6,600 4 26,100

県小口零細融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 5 17,700 1 5,000 2 5,150 8 27,850

県創業者支援資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
経営安定融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
特別支援資金

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
創業者支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合         計 0 0 1 800 2 40,000 0 0 3 40,800
1 12,000 13 88,200 6 61,800 6 19,250 26 181,250

平成29年9月末日現在

10月	
18日（水）	 アクサ共済フォーラム
19日（木）	 広報委員会正副委員長・幹事会
	 広報委員会　
22日（日）	 日商珠算能力検定
23日（月）	 卸小売業部会員と商工会議所女性会との
	 懇談会
	 青年部 11月正副会長会議
24日（火）	 金融審査委員会
25日（水）	 青年部ゴルフコンペ
27日（金）	 青年部 10月例会
30日（月）	 製造業部会視察研修会（～31日）

11月	
2日（木）	 正副会頭会議
6日（月）	 労務なんでも相談
	 青年部 11月理事会
9日（木）	 販促セミナー
10日（金）	 記帳継続指導
13日（月）	 正副会頭会議
14日（火）	 金融審査委員会
	 女性会研修会「かぶら寿し体験」

会議所の動き（10 月 18 日～ 11 月 30 日）
15日（水）	 石川県商工会議所青年部連合会第4回役員会・
	 臨時総会
17日（金）	 建設産業部会視察研修会
	 　　　　〃　　　　　　懇親会
19日（日）	 第 147回日商簿記検定試験
	 大根寿し作り教室
20日（月）	 第 27回　会員大会
21日（火）	 金融なんでも相談
	 無料法律相談
22日（水）	 青年部 12月正副会長会議
27日（月）	 青年部 11月例会
28日（火）	 金融審査委員会
30日（木）	 H29年度日本商工会議所青年部全国会長
	 研修会（～12/2）
	 正副会頭会議
	 白山市議会建設常任委員会との意見交換会

共生のまち　「白山市」を目指して ３
　「障害者の雇用の促進等に関する法律」が改正され、平成28年4月1日から障害のある人もない人も、自分の能力
を活かして働ける職場づくりのために、雇用分野における障害者差別が禁止され、合理的配慮の提供が事業主に
義務づけられることになりました。
　事業所のみなさんには、負担が重すぎない範囲で「合理的配慮の提供」を行い、求人募集に申し込まれた、ある
いは、すでに雇用している障害のある人に対して支障となる事柄を取り除かなければいけません。
　10月から施行されている「白山市共生のまちづくり条例」においても、「事業者は、障害のある人の就労の機会を
拡大するとともに、雇用の定着を図る」と規定しています。
　ぜひ、市と事業者のみなさんが協力し合い、「就労」における共生の実現を目指していきましょう。

　市は、下記の２点について、取り組みます。

①事業者のみなさんに対し、どんなことが「不当な差別的取扱い」となり、どういう方法で合理的配慮をすればい
いかなど、障害のある人の就労に関する情報を提供します。

②障害のある人の就労に関する相談、支援体制、環境の整備の充実を図ります。

　事業者のみなさんには、下記の２点について、取り組みをお願いします。

①障害のある人の就労の機会を増やすとともに、雇用の定着を図るようお願いします。
②障害のある人のいろいろな特性を理解し、障害のある人が働きやすいよう環境の整備に努めましょう。

ちょっとした配慮でキラリ個の力！！
問い合わせ先：白山市健康福祉部障害福祉課　TEL（076）274-9526

　「会社の安心」と「経営者の未来」のための備えは万全でしょうか？
　『商工会議所福祉共済制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金
準備のほか、入院・介護・老後に備えた様々な保障ニーズにお応えする
ものです。
　
　9月15日（金）から11月30日（木）まで、
BWCキャンペーンPARTⅡを開催しております。
　このキャンペーンは、「商工会議所福祉制度」を会員の皆様にご理解
いただき、会員企業の福祉向上に役立てていただくことを目的として
います。
　当商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺い
した際には、ぜひご協力いただきますようお願い申し上げます。

アクサ生命保険㈱　小松営業所　白山オフィス　TEL 076-274-3318
白山商工会議所　営業企画課　TEL 076-276-3811

秋のＢＷＣキャンペーン実施中‼

会員企業の福祉制度充実のために、
私たちがお伺い致します！

12月以降の主な日程
1月	 4日（木）	 新年互礼会
2月	28日（水）	 総務委員会
3月	 8日（木）	 常議員会
3月	29日（木）	 通常議員総会
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今月の
あさがおさん
 vol.36

勤務先：(株)エイム　
 フィットネスクラブ エイム フェイス
趣　味：ドライブ
ひと言： 毎日、子供の笑顔に癒され、パワー

をもらっています。
 今後も、運動を通じて会員様が笑

顔になって頂ける様に努めていきた
いと思います。

会員紹介コーナー
ご近所アットホームカフェ

石川県白山市宮永町にある
本格コーヒーと自家製デザートを
アットホームな空間で楽しめる
カフェ・トランジットビーンズ。
各国のトップ・スペシャリティ・
スペシャリティコーヒー生豆を
半熱風式の焙煎機でローストすることで、
素晴らしいテロワールを堪能できます。
焙煎豆の計り売りやドリップバッグの
販売もしております。
手網器焙煎やハンドドリップセミナーや
焙煎豆の卸業務もしておりますので、
カフェブースの焙煎豆をお探しの方は
一度ご相談ください。

代 表 者  中道　真宏
住　　所 石川県白山市宮永町408番地1
T　E　 L 080-1969-4413
E - m a i l  transitbeans@gmail.com
U　R　L transitbeans.net

平口山　亞希さん
ひらぐ ち や ま　　　あ　き

TransitBeans

宮永 福増町 横江●GS

●黒瀬運送

●まえだ

●
麺屋達松任店

194

8

8

TransitBeans

●
交番

●案内板

　珠洲で開催された芸術祭を鑑賞しました。日常
の風景に作品を通して加わる新たな視点によって、
新しい価値が生み出されると感じました。「これは、
何かに応用できるんじゃないか」と感じました。
　皆様のご意見・ご感想が励みになります。是非、
担当までメールでお知らせ下さい。お待ちしてお
ります。　
 （竹田）

E-mail：takeda@hakusancci.or.jp

編集後記

北陸支社　小松営業所　白山オフィス　〒924-0871 白山市西新町 159-2 松任産業会館 4F　TEL 076-274-3318

◆申込方法
掲載希望月の前々月末日頃までに
下記までご連絡下さい。
【お問合せ】当所営業企画課まで　ＴＥＬ２７６–３８１１

「会員紹介コーナー」への
掲載事業所を募集しています

掲載は無料！

掲載希望月の前々月末日頃までに

ＴＥＬ２７６–３８１１

掲載事業所を募集しています




